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オペレーティングシステム"M10S7/AS”用

第4世代言語"ETOILE/OP”
FourthGenerationLangua9eETOILE/OPonM10S7/AS

バックログの解消のため,最近では第4世代言語の整備が着々と進んでいる｡

OPS(OfficeProcessor)の世界でもこの流れは同じである｡MIOS7/AS(Multi-

pleOfficeInformationOperatingSystem7/AdvancedSystem)では,非専

門家でも簡単に使えるリレーショナルデータを中心とした第4世代言語ETOILE/

OP(EffectiveObjectOrientedLanguageforEndUsers/OfficeProcessor)が

用意されている｡ETOILE/OPの特長は,定型業務の開発機能だけでなく,非定

型業務用にファイルの加工機能やファイルの作成,保守,ユーティリティ機能

までを含んだ統合形であることが挙げられる｡さらに,オペレーションはすべ

て対話形であり,ガイダンスに従って入力することで操作できることも特長の

ひとつである｡このETOILE/OPは,MIOS7/AS用として,プロトタイプ自動

生成機能,グラフ表示,複数レコード同時排他,コマンドの充実など48項目に

及ぶ機能の強化を図った｡

n 緒 言

大形汎(はん)用コンピュータの世界では,EDP(Electronic

DataI)rocessing)室のバックログの発生が深刻な問題となっ

ており,その解消のためCOBOLやPL/Ⅰと比べ,桁(けた)違

いに少ないステップ数でプログラムを開発できる高水準言語

が開発されている｡一方,OPS(OfficeProcessor)分野でも,

各種データのOA化によって業務もますます複雑･多様化し,

それに対する各業務処理のバックログを抱えており,SE(Sys-

temEngineer)および販売会社にとって人きな負担になってい

る｡OPSではこれらの問題に対し,非専門家でも簡単に要求

にこたえることのできる手段を提供することで,SEや販売会

社の負担を軽減することを目的にRDB(RelationalData

Base)操作用言語としてETOILE/OP(EffectiveObjectOri-

entedLanguageforEndUsers/OfficeProcessor)がある｡

このETOILE/OPは,伝票,帳票発行を中心とした走巧■壬業務

開発機能と非定型的な業務開発機能とを備えており,特に高

水準な命令語で業務開発ができるため,OPSでの第4世代言

語として位置づけられている｡

土屋雅幸*

藤瀬 洋**

久野恵章***

ルれ5呵ノ〝々～7ゝ～f(二/～か･(g

ノJ才〃ノ∫カ～♪1心7∫(ご

n)∫んオ〟ん7〟～メガ/ノ

8 ETOルE/OPの概要

2.1開発の背景

0Ⅰ)Sではますます複雑化する各企業の業務,例えば給与計

算,伝票発行,経理業務などの走巧竺基幹業務や統計処理など

の非定型業務の開発に対するバックログで,専門家(SEや販売

会社)の負担が大きな問題となっていた｡従来は,COBOLな

どで開発しており,以下に述べるような問題が発生していた｡

(1)COBOLはユーザーにとって習得しにくく,結局アプリケ

ーションすべてを専門家に任さなければならず,SEや販売会

社の負担の軽減にならない｡

(2)ユーザーが後から簡単に変更できず,業務の多様化につ

いていけない｡

(3)試行しながら作成(プロトタイピング方式)ができないた

め,特に決定が遅れる画面や帳票のフォーマット作成に手間

がかかり仕様決定が遅れる｡

(4)入力データのチェックや帳票をHl力するためのコーディ

ングは,ロジックが簡単なわりにはコーディング量が多くな

r),保守作業が効率よくできない｡

(5)白日完結形でない｡

以上の問題を解決し,高度化するニーズに対応するために,

エンドユーザーにも簡単にRDBを操作することができ,高水

*口立ソフトウェアエンジニアリング株式会社 **日立製作所ソフトウェア_7二場 ***F_1立製作所情報システム工場

65



1146 日立評論 VOL.71No.11(1989-11)

準な命令語を持つ第4世代言語ETOILE/OPがある(,この

ETOILE/OPは,エンドユーザーが自由にアプリケーションを

組めることを目的とするとともに,新人SEの即戦力化もねら

っている｡

2.2 ETOルE/OPの開発方針

ETOILE/OPの開発方針は,以下に述べるとおりである｡

(1)エンドユーザーが業務を組めることを目的とし,わかり

やすい命令語と操作性を確保する｡

(2)RDBファイルの内部構造や約束ごとを意識しなくても操

作できる｡

(3)生産性については,COBOL言語に比べ志以下のステップ
数で作成できる｡

(4)ソースプログラムがそのままプログラム仕様書となり,

保守が容易にできる｡

(5)｢試行+できることを目的とし,作成即実行,実行即修正

ができる｡

(6)振作はすべて対話である｡

(7)目的を達するのに他のプログラムを経由するのではなく,

自己完結形である｡すなわち,｢目的→プログラム選択→実行+

ではなく,｢目的=実行+の形で定型,非定型を満足する結合

形である｡

2.3 ETOILE/OPの特長

ETOILE/OPを使うことで,ユーザーはRDBを利用して簡

単にイメージどおりの伝票･帳票を作成し,印刷できる｡さら

に,RDIヨファイルの加工および更新のコマンドの組み合わせ

で,定型業務の開発とともにRDBファイルの内容を即時にそ

の場でいろいろな形にデータ加工する非定型業務を実行でき

る｡またETOILE/OPは,RDBファイルの作成から保守,ファ

イルの複写,削除などのユーティリティ機能や開発した業務

プログラムドキュメント作成などの運用,保守機能を兼ね備

えた統合形ソフトウェアである｡ユーザーは,行いたいことを

｢その場で+,｢そのまま指定+するだけで実現でき,その機能

の豊富さと高生産性,簡易惟によって,ETOILE/OPを習得す

るだけでRDBの多種多様な活用が可能となっている(図1)｡

(1)すべての操作が対話

操作はすべて画面に表示されるガイダンスに従って,該当

するファンクションキーを選択していく方式である｡業務画

面や帳票の設計は,祇の上で行うのではなく,直接画面上に

スケッチし,その場で修正･確認しながら作る｡処理の流れ

も作成した画面や帳票のイメージを画面で参照しながら,日

本語コマンドに対応したファンクションキーを押すことによ

って,処理を組み立てていくことで定義する｡

(2)非手続き形のコマンドの組み合わせで処理を作成

ETOILE/OPのコマンドは,処理の流れを指示する手続き形

でなく･,目的を指示する非手続き形のコマンドである｡ユー

ザーは細かな処理の流れを考える必要はなく,目的とする処
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注:定型業務の開発t実行,RDBの検索･加工からRDB作成･保守,メニュ

ー作成･実行などの運用保守支援までできる統合形ソフトウェア
略語説明 ETOルE/OP(E†fective Object OrientedJanguage fo｢

End〕sers/0川Ce Processor)

RDB(RelatjonaL Data Base)

図I ETOILE/OPの概要 ETOILE/OPの機能をわかりやすく示す｡

RDBを基本にし,定型,非定型,運用･保守の3本の柱から成り立ってい

る｡

理そのものを該当するコマンドで指定すればよい｡さらにコ

マンドは,できるだけ専門語を使用せずユーザーの業務に合

ったことばで指定できるようになっている｡またETOILE/OP

では,慣れた人のために条件を組み合わせて複雑な処理を組

めるように条件文に相当する手続きコマンドを数種類用意し,

作成できる業務の幅を広げている｡

(3)プロトタイピング形の業務開発

画面や帳票を作成し,処理の流れを定義した後,その場で

実行して動作を確認できる｡したがって,業務の概略仕様作

成後プロトタイプモデルを作成し,試行,修正を繰り返しな

がら実用業務に作り上げていくプロトタイピング手法を用い

た業務開発が可能であり,生産性の向上,早期稼動が図れる｡

さらに,こうして作成した複数の業務を組み合わせて,より

大きな業虜処理に拡張していく成長形の開発形態をとること

もできる｡このプロトタイピング形をさらに進めたのが彼の

(6)で説明する自動生成機能である｡

(4)他の言語で作成したプログラムを呼び出しETOILE/OPで

作成した業務と,COBOLなどの他の言語で作成した業務を混

在させて,連続的に処理を実行できる｡またRDBファイルを,

COBOLで作成したプログラムと共同で使うことが可能なこと

から,RDBデータも含めて既存システムの財産を有効に活用

できる｡



(5)RDBファイルの操作が自由

MIOS7/AS(MultipleOfficeInformationOperatingSys-

tem/AdvancedSystem)では,従来の順編成ファイルや多萌

索引順編成ファイルを定義休だけを作成すればそのままRDB

として利用できるため,データベースの導入が非常に容易と

なっている｡ETOILE/OPは,業務の開発や保守だけでなく,

RDI∋の作成･保守･加⊥･印刷機能も持っている｡RDBファ

イルの作成は,項目名,長さなどの情報を対話で指定する｡

各項目の長さ･項臼名称･属性の変更,項l]の追加･削除,

およびデータの修止･追加は,画面にRDBファイルの内容を

表示させながら操作でき,結果も即表示されるため,確認し

ながら作業を進めることができる｡また作成,変更したファ

イルを格納しない限り,もとのファイルは保証されており,

むやみにファイルを破壊しないよう考慮されている｡これら

の作成･保守機能のほか,ETOILE/OPはRDBの内容を画面

表示し,内容をみながらその場でデータを分類,検索,集計,

統合,計算,更新,グラフ表示といった非正邪業務用即時加

工処理機能を備えている｡これらの機能によって,ユーザー

はRDBファイルの操作を画面で確かめながら欲しいデータを

自由に取り出せる｡

(6)伝票,帳票形式をイメージリーダで入力させるだけで,

プロトタイプが作成できる｡

伝票や帳票の形式をイメージリーダで入力するだけで,業

務用の画面や帳票形式,さらに処理の定義を自動的に作成し,

プロトタイプが出来上がる｡これにより,プロトタイピング

形の開発がさらにいっそう早〈,簡単に行える｡ETOILE/OP

を起動後,自動生成のキーを入力すれば,伝票,帳票のイメ

ージデータの内容を理解し,最適な画面や帳票の形式,入Jl-1

カフィールドおよびその属性,さらに各人出力フィールドに

対する処理ロジックをも自動的に生成する｡したがって,ユ

ーザーはイメージリーダに読ませた後,自動的に生成される

のを待ち,生成されたものを修jt二し,即実行,結果確認,修

正という開発形態が可能となった｡特に既伝票や既帳票があ

る場合,プロトタイプを人手を介さずに作成できることが大

きな特長である｡

さらに,この自動生成機能を利用することによって,項目

ごとに文字ピッチや行ピッチが異なる帳票が,何も定義せず

に実行結果をその項目の位置に印字でき,従来プログラム作

成時に意識していた文字ピッチや行ピッチの調整作業が不要

となった｡

田 ETOルE/OPの機能

ETOILE/OPの持っている機能を表1に示す｡

(1)定型業務作成機能

画面形式,帳票形式とも,ラフスケッチによる形式作成が

行える｡作成できる画面の大きさは,49行156列,帳票は127

オペレーティングシステム■`M10S7/AS''用第4世代言語``ETOILE/OP''1147

表I ETOルE/OPの機能一覧 ETOILE/OPの各棟能ごとの代表的な

内容を示す｡各機能はすペてガイダンスに従ったキーを入力することに

よって実行する｡

項番 機 能 内 容

l

定
型

業

画面,帳票形

式の作成

ラフスケッチによる画面,帳票形式の作成

画面は,49行156列,帳票は,127行250列

自由な色設定 自動生成

処理の定義

コマンドを使用し,データエントリ業務や帳票

務
の

作
成

発行業務を作成,指定できるコマンド数に制

限なし RDBファイルの参照横能あり,参照数

に制限なし 日付演算関数群あり

処‡里定義自動生成

メニューの定義 メニューの作成

2

3

4

定
型

業

データエント

自動再計算機能,複数RDBファイルの即時更

新,トランザクションファイルの作成 伝票印

刷機能(けい線なし,複数部数),画像を伴っ

リ業務の実行 た伝票印刷 既伝票印刷,レコード排他機能,

複数行明細折り曲げ表示,入力ガイダンス機

能

帳票発行業務

の実行

定義した内容に従ってRDBファイルの内容出

九 自動けい線機能,SUM,AVRなどの関数

務 や演算して出力も可能 自由な項目制御デー
の

実
行

R

D

夕絞り込み機能,ページ内縦横複数帳票印刷

書式オーバレイ支援,画像を伴った印刷

連糸完業務の実

作成したデータエントリ業務や帳票発行業務,

台帳加工業務を連続してバッチ的に実行

行

RDB更新業務

COBOLリンク可,メモリファイル機能,途中

結果画面表示機能あり グラフ印刷

トランザクションファイルからの更新,RDBの

の実行

RDBファイル

の作成変更

RDBファイル

の加工

ファイルの一覧

定型更新が可

項目名,属性,長さを対話入力するだけで作

成可 作成したRDBファイルの対話形による変

更 ページ機能,注釈機能,固定スクロール

機能,自動主キー付加,順編成ファイル出力,

B

フ

ア

集団項目作成

検索,分類,計算,併合(行,列併合),続
イ

ノレ

の

合,集計,検索逐次表示,ヒット率表示,グ

ラフ表示,読み込み,自由項目追加機能,メ
操
作

支

援

タキャラクタを使用した検索,結果の一件-

葉表示 クロス集計,自動順位付加,台帳対

話更新 登録した条件による計算,検索 可

変項目だけを後で入力できる可変入力機能

定義した業務名やRDBファイルの名称の画面表

表の表示印刷

ユーティリティ

簡易印刷

示と印刷

ファイルや業務の一括複写,一括削除,グル

機
能 ープ複写,グループ削除,単一複写,単一削除

RDBファイルの印刷,印刷項目の選択,印刷

順序の変更,ページ,日付の付加

注:略語説明 SUM(合計)

AVR(平均)

行250列である｡このラフスケッチ方式は,図2で示すように

画面上で形式を作成し,確認と修正を繰り返しながら自由に

作り上げていく方式である｡特に1タッチで色や拡大,各項

目の移動,複写,削除,追加,変更の作業が行えるなど,操

作面での充実を図っている｡各項目の属件や処理の順番は,

項目対応のポップアップ画面から形式を見ながら指定でき,
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】ら最終†■-, l 地理絆了

t 頑目まβ加 1 性変換

処理を指薙して下さい 19 適訳粥鮨 ;互択億
01 古代人 D`lTA(YY) 1 遇択終了 2 JUMP

3 番地

P K美内 別 除

伝票処矧処理定

的地理l下両面

51代人 止,一処嘩▼l哀斉精度伊‾一夕消去】9
1 比フ一棟粥l文】藍茶内 次項日l 1 女

図2 伝票発行処理生成の流れ ラフスケッチで形式を作成し,各項目の属性を指定した後,処王里を定義する｡帳票の場合もまったく

同じ方式である｡

またこれらの作業中,関連するファイルの内容を知りたい場

合,その場で画面に内容を表示させ参照できるなど細かな配

慮がされている｡

処理の定義は,このスケッチしたフォーマットを参照しな

がら各項目一つずつにコマンドを入力し,組み立ててい〈ソナ

式である｡コマンドはH本譜であり,名称を見ればそれだけ

で何の処理かが理解できるようになっている｡コマンドはキ

ーガイダンスとして表示されており,該当のキーを入力する

か,またはポップアップキーを入力し仝コマンドの一覧を画

面に表示し,その中から選ぶ二つの方法を持っている｡コマ

ンドにはRDBファイル処理用として,データの読み込みや検

索,追加,削除,更新などがある｡そのほかに,実行コマン

ドとして演算コマンド,ガイダンス表示,メッセージ出力,

応答入力,条件判定,エラー処理など,合計約80種類用意さ

れている｡さらに,SUM(合計),AVR(平均),MAX(最

大),口付演算などの関数群を持っておr),これらを組み合わ

せることで処理の作成が行える｡これらの画面作成,処玉里の

定義を新規に作るのがめんどうな場合は,自動生成を使って
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まずプロトタイプの自動生成を行うとよい｡

.L述したコマンド群を組み合わせて作成した業務(伝票発行
業務,帳票発行業務,ファイル更新業務)とRDBの加工コマン

ド,グラフコマンドとを組み合わせ,連続したさらに大きな

バッチ業務を作成できる(図3)｡もちろんこの場合も,メッ

セージを出したり,応答を受けたり,条件を判定するコマン

ドも使用できる｡このバッチ業務の特長は,RDBファイルの

加口二処二曙をすべて一つのコマンドで指定できる点である｡検

索したければ@検索,併合したければ@併合と指定すればよ

い(同章3節参照)｡

(2)業務の実行機能

業務の実行は,ユーザーの作成したメニューで指定するか,

直接作成した業務名称で指定する｡

伝票発行などのデータエントリ業務では,SUMやAVRなど

の関数を使用することで,自動的に計算したり,入力したデ

ータを訂正すると自動的に全体を再計算する機能を持ってお

り,これらのロジックをユーザーロジック中に組む必要がな

くできている｡また,入ノJ項目対応に表示したいファイルの
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ユーザーメニュー

商品管理業務

1.在庫管理

2.売上業務

3,月別まとめ業務

サブメニュー

在庫管理

Pl:大阪店在庫

P2:東京店在庫

P3:納入先一覧

大阪店在庫業務

売上伝票発行業務

台帳更新業務

台 帳 検 索

東京店在庫業務

売上伝票発行業務

台帳更新業務

台 帳 検 索

売上業務

Pl:月別売上

P2:期別売上

納入先一覧

台 帳 併 合

納 入 先
一

覧

月別売上業務

台 帳 併 合

台 帳 集 計

月別売上一覧

期別売上業務

台 帳 計 算

台 帳 集 計

期別売上一覧

月別まとめ業務

Pl:支店別まとめ

P2:商品別まとめ

支店別まとめ業務

支 店 別 集 荷

台 帳 統 合

台 帳 検 索

商品別まとめ業務

商 品 別 集 荷

台 帳 統 合

台 帳 検 索

図3 連続業務の組み立て 手順処理コマンドを使用して業務を構築し,名前をメニューに登録することで実行する｡ユーザーメニューは,シス

テムのメニュー生成機能を使用する｡

名称と項目名をラフスケッチ時に指定するだけで,データエ

ントリしながらファイルの内容を参照できるヘルプ機能を持

っている｡データエントリ画面を図4に示す｡

業務の組み立てでいちばん難しいデータエントリ実行中の

排他制御は,レコード単位に可能であり,排他制御を行いな

がらデータエントリ即マスタファイルを更新することも可能

である(図5)｡

帳票発行業務では,指定した帳票形式に従って該当する

RDBファイルの項目の内容を印刷する｡そのほか,データの

絞r)込み,小計,合計などの関数やデータの計算,改ページ

制御,日付演算,条件指定によるデータ選択,けい線自動付

手蔓注伝ミ票

日付1年る月萱p目
発注先コード AOOOl 伝票番号 2

コード ■商品名 単価

0100 林地 100
コード 商 品 名 畢嘩

__弊_塁__
二重卓

0110 篭柑 1～0
002元‾ キャベツ

単†立(台)

200 5 10

0140 西瓜 800

0210 レタス 50

単位(__)

単位()

02ZO キャベツ 200

0:!10 大鶴 80

0320 ねぎ 70

0こ;50 入着 100

単位() 0蔓与0

旦型

ごほう 200

発注総官 ¥1

ポップアップ表示

コードを6桁で人力して下さい

図4 データエントリ画面 データエントリ実行時には,指定によ

って入力フィールドに対応したマスタファイルの内容をポップアップ表
示しながら入力する｡

加,画像出力,繰r)返し印刷,書式オーバレイといったこと

はすべてコマンドで指定することによって実行できる｡

連続したバッチ業務の実行では,COBOL言語で作成した業

務をETOILE/OPからコマンドで呼び出し実行できることが大

きな特長である｡COBOLプログラムとのデータの渡し方とし

ては,ファイル渡しと1件ずつのレコード渡しの方法があり,

コマンドで選択する｡この機能を使うことによって,ETOILE/

OPで支援していない機能,例えばホストとのデータ通信処理

売 上 伝 票

No.100

コード 品 名 数 量 金 額
入力即更新

合 計

1伝票ずつ更新

トランザ

クション

ファイル

トランザクションファイル

を使っての更新

マスタファイル

図5 RDBファイルの更新 明細【行入力するたびにマスタを更新す

る方式と,l伝票分のデータ入力後,ただちにマスタを更新する方式お

よびいったん蓄えた後,マスタを更新する方式がある｡
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などもCOBOLで作成しコマンドで呼び出すことで実現できる

(図6)｡

(3)RDBファイルの加工機能

RDI∋ファイルの内容を画面で表示し,これをもとに検索,

分類,計算,併合,統合,集計などの各種加工処理を行える｡

検索や計算は,条件式をファイルの内容が表示されている画

面の下半分に特別な記号を使って指定するのではなく,通常

の算術式,条件式(図7)を入力することで実行できる｡結果

もその場に表示され,そのままグラフ表示することも可能で

ある(図8)｡

計算や検索を定型的に行いたいというニーズに対しては算

術式,条件式をあらかじめ登録しておき,そのつど変更する

値だけを入力して定型的に検索や計算を行える機能を提供し

ている｡さらに検索には,｢先頭が横浜の付くデータだけを抽

出する+といったメタキャラクタを使用しての検索や,検索

結果を1件ずつ画面に表示する逐次表示,検索ヒット率の表

示,検索進行状態の表示などの付加機能がある｡検索だけで

も上述したいろいろな機能がそろってお-),このほか行分類,

ページ分類,行併合,列併合,突き合わせ併合,ページ併合,

2次元集計,単ページ集計,複ページ集計,行統合などRDB

ファイルを加工するために十分な機能を提供している｡

開 始

URIAGE

KOSH】N

(′l〕

〔む

(卦

④

⑤

⑥

伝票発行業務

トランザ

クション

ファイル

台帳更新業務

マ ス タ

ファイル

併 合

検 索

送信プログラムコール

印 刷

終わり

q二)

②

③

④

⑤

⑥

処理手続(バッチ業務)

@･伝票発行〕RトAGE

@■台帳更新 KOSHIN

@突合併合 MASTER,SHOHIN

,%0UT

@検索 %lN,%0UT,

`在庫<=100'

@外部呼出 SOSH州

@･編集印刷INSATSU,%州

sHOHIN
%lN･%0UT:メモリファイル

商品マスタ

フ ァ イ ル

データ送信

図6 連続処理の流れ 伝票発行と台帳更軌 帳票印刷以外は,業

務の作成が不要で,コマンドを指定するだけである｡メモリファイルは

9個あり,%lNn,%0UTnの形で指定する｡
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(4)RDBファイルの作成と変更

ETOILE/OPの統合形ソフトウェアとしての特長は,RDB

ファイルの作成やメンテナンスができることである｡これら

の機能もすべて対話方式によって画面上に結果を表示し,確

認しながら進めていくことができる｡また,操作も他の機能

と同様に布いたいことをキーガイダンスに従って入力するだ

けでよい｡これらのファイルの作成,変更機能は4GLとして,

業務を作成しながらファイルを変更,追加してい〈という70

ロトタイピング方式には,必ず必要な機能である｡RDBファ

イルの変更の処理の操作は,項目や行の削除,複写,属性の

変更など該当の場所にカーソルを位置づけ,行いたいキーを

入力することで行い,結果はその場で画面表示される(図9)｡

その他の付加機能として集団項目の作成,順編成ファイルの

生成,ユニークキー自動付加などエンドユーザーが本当に使

える機能をそろえている｡

巴 ETOILE/OPの適用効果

ETOILE/OPで作成した場合,いちばん効果のでる作業工程

は,プログラム設計とプログラム作成である｡

AO Al AZ A5

品番 耗 品 名 単価 在庫
1 AlOl ノート A4 12 520

2 AlOZ のリ 150 32

AlO:; 消しゴム 50 15

` AlOん ボールペン 200 3i

A10う 鉛筆 `0 22

AlO` 三角定及 21 12:;

7 AlO もの王し 14 535

8 AlO8 下血き 10 `5

代入式と指定して下主い

本日旦便=豊曽兼0.8

宗妄帝展 0荷

本日単価=卓也書0.令

度改定

台噛処理 計 井

了

自動追加

レコード件汲: り 】五目E【: ら

AO Al AZ A5 A4

品番 商 品 名 単価 在見 本日単価

l AlOl ノート A4 1Z 32 9る.0

AlO2 のリ 150 32 120.0

AlO5 消しゴム 50 15 40.

4 AlO4 ポーノレペン 20 54 lム0_

AlO 鉛隼 る 22 48.

AlOる 三角定点 210 12 1ム8.

7 AlO7 ものさし 】` 555 112,

AlO8 下敷き 】0 i5 80.

AlO 筆箱 50 31 400.

1 AllO ノート B5 11 Z50 88.0

11 8101 マジック 赤 10 500 80.

】Z 8】02 マジック 黒 10 25 80.0

1:; 810:! スタンプ台 る00 350 480.0

14 810` クリップ d＼ 2る 15 208.0

15 8105 クリップ 大 500 25 2代l.

l` β10d 穴あけ 45 10 3占0.

171 β107 ホチキス 小 Z50 55 200.

LB550R 処理を指薙して下書い 台嶋処矧

l

1L抗 込一検 索1分 有J計 昇 引併 合l集 計】行統合 頼印刷19終 了

nさトPX右肘行列表示l盲換え1変数表示川71一時丑軌丑舟ポ除L土非表示 下非表示【10t

図7 ファイルの計算機能 加工処理は,データを見ながら指定す

る｡計算や検索は,普通の算術式や比較式を入力すればよい｡小数桁(け

た)は自動調整される｡
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YllKYUU レコード件】政■ 8 現目 老【: d

AO Al A2 A3 A` A5

挙世名 打事カ 寸仲カ 東重力 故事カ 棉合力

1 PT字同 5 5 5 5 5

2 町立細事書 5 5 4 5 5

5 福再訂三 4 4 3 5 4

4 実相 4 4 ら 5 5

5 広島工業 5 5 5 4

占 池ノ田 4 4 4 4

横長満票 4 5 5 5

I* レーダーチャート措定画面 = ★ は必要項目

行番号で確定してください｡項目名を使用する場合は

レーダーチャートのラベル
*(8 )

レーダーチャートのデータ

I(1,2.5.4,ち.る.7

提要葵
円ク"ラフ【折披ク"ラフ

∃

lで指定してください

台場地理lグラフ

レー,"事ナートl

｢うト 伊"一,選択 東 リ L L 9 終了

17
､一√ + q

凸
PT学直

抱合カ ーーーーー町立船絹

-=･福岡界三

/乍､ -▼-一天地
/∴小＼'＼‾＼､

------一広島工業
J＼､てこ､＼

_一一池川

/‾∴ノ/

/ノ‾ノ′

撫私力 //1

ど二一二ニイ■ノ/†2
や､､＼＼一し＼ †1

＼､､

■
. ＼ 弓

ノ_

＼(､･∴ アし
＼＼■l

/

ノ/一一r

故事力 守備力

打事力 一-･群東商業

図8 グラフ出力 ファイルの加工処王里終了後の結果,画面からグラ

フ出力する｡一つのデータで複数種襲頁のグラフを出力する｡

ETOILE/OPは,インタプリタ方式であるため,ステッフや

工数の比較を行うには実際に同じものをCOBOLで作り直して

みなければ正確な値は出てこない｡そこで口立製作所のAPP

である販売管理システムHISALSのシステムをETOILE/OP

で再コーディングし,測定した｡測定は受注管理モジュール

と売上管理モジュールの対話処理19本を対象とした｡また,

比較は画面や帳票の定義部分を除き手続き部だけを比較した｡

結果は次に述べるとおりである｡

(1)COBOL:36,067ステップ 工数5,201(h)

(2)ETOILE/OP:4,271ステップ ⊥数850(h)

対話処理でよ,工数よという結果を得ている｡バッチ処理
では,ETOILE/OPはファイルの加工処理対応にすべて1コマ

ンドで行えるようになっている｡これをCOBOLコーディング

すると,1コマンド当たり200～300ステップに換算されるこ

とから,バッチおよび対話の両方で卜分ステップ数去を満足
している(表2)｡

次に,ETOILE/OPによる業務開発の適用例として,雪印

乳業株式会社生産管理システムを紹介する｡

雪印乳業株式会社は,北海道から九州まで42工場を展開し

レコlド件数: 45 戚日放: 4

AO Al A2 A5

品番 席 品 名 単価 在庫

1 AlOl ノート A4 120 520

2 Alもちのリ 150 さ20
5 A】05 消しゴち_________

_ラ0 ____与5ム4 A】04 ボールペン

_____ぞ00 _萱ヰ55 AlO5 画筆_____
____jO _!萱0ム

7

AlO占 ‾三角定規 210 1蔓萱

前07 ものさし
__+与0

‾‾′▼了35

8 AlO8 下敷き 100

___阜旦99

両
Aj■09筆箱

___j旦0
1!p

AllO ノート B5 110 2担
1】 白‾101マジック 赤

__j旦9
500

‾†2DlO2 マジック 鼎

_+々_0

250

13 BlO5 まタンプ台 ム00 550

A∬背一項日一唄

項目名

事務用品在庫量

1:数倍 2:文字 3:英数 4:漢字
台面憂塑
項目情報

r‾編集
】

15 + l †

_旦艶ヱ10由一リル→打7 ‾頭項目 前項自‾ L

凸
レコード件数: 43 項目数:

12

**<<

申〕02
年l旦萱

旦】_9ヰ
AlO5

AlO7

105

104

Af‾‾ A2

商 品 名 単価

ノート A4 12_0
のり 15垂
消しゴム

___き9ボールペン j旦旦
【由苛

___jタ三角定規 210

ものさし 140

革選

マジッ

マジッ

享すき
クリ ッ

ク

穴あけ

B
仁
ク
ー
粕
㌢
プ

5
一
小
亦
一
山
恩

少
大

∧U■0〇
.
〇

る09
2る0

500

450

崩

品在庫量

仁ノー1′叫こ3

人
じ
一

〔
ノ
ー

+

A5

属性:敢傾12桁(小歎桁 0桁)人力

図9 RDB項目属性の変更 編集機能を使用して項目の内容を変更

する｡変更したRDBファイルは,格納キーを入力しないかぎり,ディスク

上にしまわれない｡

ており,,89年5月1日新たに稼動した野田二｢場は,他工場と

は異なり生産管理と工程制御をリンクした生産システムを完

成している｡生産管理システムは,L70/38ESl台とL30/18を

6台導入し,調合のための原材料の仕込み指示計算などを行

い,工程制御マシンにデータを送ることによって,パイプラ

インのバルブやポンプをコントロールし,生産の自動化を行

っている｡これらの生産管理や原材料別の管理資料などの作

成業務を工程制御へのデータ送信とホストへの送信部分を除

きすべて雪印乳業株式会社がETOILE/OPで作成した｡送信

部分はCOBOL言語で作成し,ETOILE/OPの連続処理の一

部として組み込み,ETOILE/OPから処理の一部としてコール

している｡

本システムは,このCOBOLの通信部分だけを日立製作所が

作成し,その他プログラムの開発,ファイルの作成などすべ

てを雪印乳業株式会社がETOILE/OPを使って開発した｡

(1)開発期間:,88年6月～同年12月(設計からテスト完了まで)

(2)開発人数:2～3人

(3)開発規模:画面数約100(ETOILE/OPのステップで20

ks),帳票30(ETOILE/OPのステップで3ks)
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表2 ETOILE/OPとCOBOLの開発ステップ,工数の比較 COBOLの工数は,実時間値が得られないため,EAGLE(EffectiveApproachtoAchiev仙g

HighLevelSoftwareProd=Ctivity)適用による削減工数,プログラム生産･製造効率から換算した｡

項番 プ ロ グ ラ ム 名 称
ステップ数(ステップ) 工 数(h)

COBOL ETO‖_E/OP COBOL ETOILE/OP
l 受注入力 2′997 367 432 80
2 受注取消 l′627 302 235 30

3 受〉王イ彦正 3.402 301 491 40
4 受注T/R インフットチェックリスト 729 64 105 20
5 出何指フ下書フリント 607 56 88 20

6 現金売り上げ 2′801 319 404 80
7 掛売り 上げ 2.983 327 430 60

8 直送壬卦売り上げ･仕入れ入力 3′557 367 513 90
9 現金売り上げ返品 2′582 3】9 372 50
10 掛売り 上け返品 2′665 307 384 50
ll 直感掛売り 上げ･仕入れ返品 3′200 342 461 50

12 直感掛売り 上け返品 2′670 300 385 40

13 直送掛イ士人 れ返品 2′629 277 379 40
14 売り 上げT/R インフットチェックリスト 602 72 87 30
】5 売り上げ伝票フリント 850 149 123 40

16 入金イ云票入力 l.024 lll 148 30

17 入金T/R インフットチェックリスト 479 l18 69 25

18 受取 手形自 動決済 446 65 64 50

19 受取 手 形決済T/R インフットチェックリスト 217 108 31 25

合 計 36′067 4′271 5 201 850

COBOL/ETOルE/OP 8.4 6.1

平均1本当たりETOILE/OPのステップ数:200ステップ

6か月間は設計開始からテスト完了までであー),実際のプ

ログラム作成からテスト完了までは,4か月で上記ステップ

を仕上げた｡

臼 今後の方向

今後,ETOILE/OPは以下の点について充実を図っていく予

定である｡

(1)統合化の充実

ETOILE/OPの統合化を充実させていく｡例えば,作表プロ

グラムeSheetや日本語文書編集プログラムeWORDなどのeシ

リーズとの結合や,現在支援していないMMC(MicroMain_

frameConnection)機能など他プログラム,他システムとの連

携を強化し,より統合化を推進していく｡

(2)統計分析分野の強化

非定型業務用として加工処理があるが,検索,併合,分類

などの一次レベルの加二上にとどまっており,さらにこれらの

加工したデータを使って統計分析や経営分析ができるよう,

意思決定支援の分野を強化していく予定である｡また,これ

らの加工処理の結果をeWORDに渡し,文章中に分析結果を入

れたり,画像を伴いながら自由に印刷が行えるようeシリーズ

との統合とあいまって非定型の分野を充実させていく｡

(3)フロロトタイピング技法の追求

自動生成機能によって,帳票や伝票発行業務のプロトタイ

プ生成は格段に速くなったが,さらに一歩進めてRDBファイ

ルの自動生成や手書き帳票,伝票からの自動生成など,より
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簡単かつ達く非専門家が業務を作成できるようプロトタイピ

ング技法の追求を行っていく｡

(4)操作性およびコマンドの充実

ETOILE/OPの目標は,｢より易しく,だれもがその場でや

りたいことを即実行できる+ことであr),操作性の充実をさ

らに図る｡例えば,ユーザーヘルプ機能の支援,HELP機能の

充実,全画面モードでのコマンド指定,文字列操作コマンド

支援など利用者が易しく,楽しく操作できることを目的に充

実させていく｡

団 結 言

OPS分野の進展に伴い,業務処理の多様化およびバックロ

グの解消のために,生産性の高い第4世代言語が求められた｡

この要求に対し,OPSでは本格的な第4世代言語ETOILE/

OPを他社に先駆けて開発した｡この結果,ETOILE/OPは,

OPSの分野で第4世代言語としての基盤を確立しつつある｡

ETOILE/OPへの期待もますます強くなっており,よりいっそ

う使い勝手に注目し,販売会社やエンドユーザーからの意見

を積極的に取r)入れ,エンハンスすることによって今まで以

上に第4世代言語としての確固たる地位を築いていき,OPS

販売拡張のための武器として魅力ある製品にしていく考えで

ある｡
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